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一般社団法人 日本自動車工業会
一般社団法人 日本自動車部品工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本自動車タイヤ協会
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会
い す ゞ 自 動 車 販 売 店 協 会
ト ヨ タ 自 動 車 販 売 店 協 会
日 産 自 動 車 販 売 協 会
Ｕ  Ｄ  ト ラ ッ ク ス 販 売 協 会
日 野 自 動 車 販 売 店 協 会
三 菱 自 動 車 販 売 協 会
三菱ふそうトラック・バス販売協会
全 国 ス バ ル 自 動 車 販 売 協 会
ダ イ ハ ツ 自 動 車 販 売 協 会
全 国 マ ツ ダ 販 売 店 協 会
ス ズ キ 自 動 車 販 売 店 協 会
ホ ン ダ 自 動 車 販 売 店 協 会
一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
日 本 自 動 車 輸 入 組 合
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会
一般社団法人 日本自動車機械工具協会
公益社団法人 全日本トラック協会

公益社団法人 全 国 通 運 連 盟
公益社団法人 日 本 バ ス 協 会
一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
一般社団法人 全国自家用自動車協会
一般社団法人 日本損害保険協会
石 油 連 盟
一般社団法人 全日本指定自動車教習所協会連合会
一般社団法人 全国自動車標板協議会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会
一般社団法人 全国レンタカー協会
一般社団法人 日本自動車リース協会連合会
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
一般社団法人 自動車公正取引協議会
全国自動車検査登録印紙売捌人協議会
一般財団法人 関東陸運振興センター
一般社団法人 東京都トラック協会
一般社団法人 神奈川県トラック協会
一般社団法人 日本道路建設業協会
一般社団法人 日 本 ゴ ム 工 業 会
一般社団法人 日 本 塗 料 工 業 会
板 硝 子 協 会
日本自動車車体整備協同組合連合会
一般社団法人 日本交通科学学会

一般社団法人 日 本 陸 送 協 会
一般社団法人 日本二輪車普及安全協会
一般財団法人 日本自動車研究所
一般社団法人 日本自動車機械器具工業会
特 定 非 営 利 活 動 法 人 ITS Japan
公益社団法人 自 動 車 技 術 会
公益財団法人 自動車リサイクル促進センター
一般社団法人 日 本 ガ ス 協 会
一般社団法人 日本自動車運行管理協会
一般社団法人 日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会
一般社団法人 自動車再資源化協力機構
一般社団法人 自動車用品小売業協会
一般社団法人 日本オートオークション協議会
日 本 中 古 車 輸 出 業 協 同 組 合
全国オートバイ協同組合連合会
日 中 投 資 促 進 機 構
一般財団法人 日本自動車査定協会
一般財団法人 全日本交通安全協会
公益財団法人 日本自動車教育振興財団
一般社団法人 日本鉄リサイクル工業会
全日本自動車部品卸商協同組合
一般社団法人 日本自動車購入協会
一般社団法人 青森県自動車団体連合会

一般社団法人 岩手県自動車会議所
一般社団法人 宮城県自動車会議所
一般財団法人 秋田県全自動車協会
山 形 県 自 動 車 団 体 連 合 会
一般財団法人 福島県自動車会議所
東 京 都 自 動 車 会 議 所
一般社団法人 神奈川県自動車会議所
一般社団法人 静岡県自動車会議所
一般社団法人 愛知県自動車会議所
一般社団法人 岐阜県自動車会議所
一般社団法人 三重県自動車会議所
一般社団法人 富山県自動車会議所
一般社団法人 石川県自動車会議所
一般社団法人 福井県自動車会議所
一般社団法人 大阪自動車会議所
一般社団法人 徳島県自動車会議所
一般社団法人 香川県自動車会議所
愛 媛 県 自 動 車 会 議 所
高 知 県 自 動 車 会 議 所
一般財団法人 大分県自動車会議所

（ほかに企業会員75、推薦会員１）

　1894年に人気絶頂の女優
サラ・ベルナールが新年公
演ポスターを作り元旦に出
したいと言った12月26日、
時間がないとパリの至る所

　この市は普遍的な価値に力を注ぐ風土と見え、
クリーブランド美術館やクリーブランド管弦楽団
が世界的に有名ですが、120年の歴史があるMLB
名門球団インディアンズが、その名称を来季から
「ガーディアンズ」とするのも、市民が90年前の
像を誇りとしているからでしょう。またこの地で
事業を興したロックフェラー（1839－1937）は、
世界初の企業の社会貢献事業も始めました。この
博愛の利他的行為が、本邦のトヨタ財団や公益・
業界団体が取り組む、「永続的な価値」と同じで
あることは改めて申し上げるまでもありません。
　最後に「アートと永続的な価値」をテーマとし
本年の皆様のご高覧に感謝申し上げますと共に、
新年も皆様の益々のご発展を祈念致します。
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アートと永続的な価値 日本美術アカデミー理事　戸田 吉彦

開拓時代のワゴン、1930年代の乗用車、今も同じ形の４種類の
トラックを手にする「Guardians of Traffic」　Public domain

で断られる中、ミュシャ（1860－1939）が見事な
絵を急遽描き上げて有名になりました。彼に代表
される華麗なアール・ヌーヴォーはやがて幾何学
的なアール・デコになり、レイモンド・ローウィ
（1893－1986）が登場、『口紅から機関車まで』
の言葉通り工業製品からCIまで広く手掛け、戦後
の日本でも煙草ピースの包装デザインをします。
　このようにデザインは時代の期待に応える新鮮
な魅力がありますが、先人と同様の永続的な評価
を得るためにはアートとしての価値も必要です。
　100年に一度の自動車革命と言われる昨今は、
新しいデザインが誕生する可能性もありますが、
流行が去っても手に入れ誇りにしたいと思う製品
であれば、「永続的な価値」があると言えます。
　また自動車の真価を示すパブリック・アートの
建立も永続的な視点でしょう。実際、「自動車を
讃え交通安全を願う」巨大像が、米国オハイオ州
クリーブランドにありますが、同州は本田技研工
業現地工場もありご存知の方も多いと思います。
カヤホガ川ホープ記念橋にある、高さ18m、４柱
両面の、『ガーディアンズ・オブ・トラフィック』
（交通の守護者）は1932年に竣工されています。


